
喜
多
流
喜
陽
会

き

た

り

ゆ

う

き

よ

う
か
い

昭
和

年
入
会

42

◆

設
立
（大
正
９
年
）

明
治
維
新
に
よ
り
蜂
須
賀
家
の
式
楽
喜
多
流
能
楽

は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
謡
曲
家
湯
浅
小
太
由
の

二
男
湯
浅
茂
（
桑
月

住
吉
派
日
本
画
家
）
が
、
父

の
後
を
受
け
、
大
正

年
広
島
県
福
山
市
か
ら
喜
多

9

流
の
大
島
寿
太
郎
師
を
迎
え
、
能
の
研
究
団
体
喜
多

流
喜
陽
会
を
復
活
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
同
志
で
あ

っ
た
平
土
三
平
が
昭
和

年
か
ら
跡
を
継
い
で
主

4

宰
、
徳
島
県
邦
楽
協
会
発
足
に
常
任
理
事
と
し
て
参

画
。
平
土
三
平
没
後
、
天
野
義
雄
が
昭
和

年
か
ら

45

主
宰
、
天
野
義
雄
没
後
、
平
成

年
か
ら
吉
田
文
明

19

が
主
宰
し
現
在
に
至
る
。

◆

代
表
者

湯

浅

茂
（
大
正

年
〜
昭
和

年
）

ゆ
あ
さ
し
げ
る

9

4

平
土

三
平
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

ひ
ら
ど
さ
ん
ぺ
い

5

45

天
野
義
雄
（
昭
和

年
～
平
成

年
）

あ
ま
の
よ
し
お

46

18

吉

田

文

明
（
平
成

年
～
現
在
）

よ
し
だ
ぶ
ん
め
い

19

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回

舞
囃
子
「
杜
若
」

1
第

回

袴
能
「
竹
生
島
」

2
第

回

一
管
「
羯
鼓
」
仕
舞
「
笠
之
段
」

3

仕
舞
「
船
弁
慶
」

第

回

仕
舞
「
敦
盛
」

5
第

回

舞
囃
子
「
小
督
」

6
第

回

仕
舞
「
玉
之
段
」

7
第

回

仕
舞
「
清
経
」

8
第

回

仕
舞
「
女
郎
花
」

9

第

回

仕
舞
「
高
砂
」

10
第

回

仕
舞
「
猩
々
」

11
第

回

仕
舞
「
月
宮
殿
」

12
第

回

仕
舞
「
玉
之
段
」

13
第

回

仕
舞
「
融
」

14
第

回

仕
舞
「
高
砂
」

15
第

回

仕
舞
「
羽
衣
」

16
第

回

仕
舞
「
敦
盛
」

17
第

回

仕
舞
「
忠
度
」

18
第

回

仕
舞
「
清
経
」

19
第

回

舞
囃
子
「
経
政
」

20
第

回

舞
囃
子
「
女
郎
花
」

21
第

回

舞
囃
子
「
敦
盛
」

22
第

回

舞
囃
子
「
富
士
太
鼓
」

23
第

回

舞
囃
子
「
天
鼓
」

24
第

回

居
囃
子
「
女
郎
花
」

25
第

回

仕
舞
「
八
島
」
仕
舞
「
玉
之
段
」

26
第

回

仕
舞
「
鉄
輪
」
仕
舞
「
鵺
」

27
第

回

仕
舞
「
烏
頭
」
仕
舞
「
融
」

28
第

回

舞
囃
子
「
富
士
太
鼓
」

29
第

回

舞
囃
子
「
八
島
」

30
第

回

仕
舞
「
敦
盛
」

31
第

回

仕
舞
「
経
政
」

32
第

回

仕
舞
「
高
砂
」

33
第

回

仕
舞
「
箙
」
仕
舞
「
田
村
」

34
第

回

仕
舞
「
玉
之
段
」

35
第

回

仕
舞
「
船
辨
慶
」

36
第

回

仕
舞
「
二
人
静
」

37
第

回

仕
舞
「
清
経
」

38
第

回

仕
舞
「
月
宮
殿
」

39
第

回

仕
舞
「
忠
度
」

40
第

回

仕
舞
「
烏
頭
」

41

昭 和 38年 6月

喜 陽 会

仕 舞 「 鉄 輪 」

平成 19年 10月

国文祭

仕舞「通盛」

平成 17年 11月

喜陽会

県文化賞受賞記念

仕舞「夢殿」



第

回

舞
囃
子
「
花
月
」

42
第

回

仕
舞
「
船
弁
慶
」

43
第

回

舞
囃
子
「
竹
生
島
」

44
第

回

舞
囃
子
「
羽
衣
」

45

子
ど
も
・
学
生
の
部

居
囃
子
「
神
楽
」

第

回

舞
囃
子
「
八
島
」

46
第

回

舞
囃
子
「
敦
盛
」

47
第

回

舞
囃
子
「
融
」

48
第

回

舞
囃
子
「
船
弁
慶
」

49
第

回

舞
囃
子
「
猩
々
」

50
◆

そ
の
他
の
活
動

春
秋
の
定
例
自
主
公
演
「
喜
多
流
謡
曲
・
仕
舞
・

舞
囃
子
会
」
は
、

回
を
数
え
ま
す
。

94

◆

受
賞
の
記
録

昭
和

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
奨
励
賞

43

1仕
舞
「
玉
之
段
」（
平
土
三
平
）

平
成

年

第

回
徳
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
（
中

8

3野
広
二
）

昭
和

年

徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞
（
天
野
義
雄
）

52

昭
和

年

徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞
（
天
野
義
雄
）

54

平
成

年

徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞
（
天
野
義
雄
）

2

平
成

年

徳
島
県
文
化
賞
（
天
野
義
雄
）

17

◆

会
派
に
つ
い
て

喜
多
流
の
流
祖
七
太
夫
長
能
は
、
豊
臣
秀
吉
の
近

習
鑓
組
の
北
鬼
左
衛
門
長
宗
の
養
子
と
な
り
、
秀
吉

に
可
愛
が
ら
れ
、
幼
少
か
ら
金
春
流
を
習
い
、
七
才

の
時
秀
吉
の
前
で
舞
っ
た
「
羽
衣
」
が
素
晴
ら
し
か

っ
た
た
め
、
「
七
ツ
太
夫
」
の
異
名
が
付
け
ら
れ
、

後
に
「
七
太
夫
」
と
な
っ
た
。
武
芸
、
芸
道
に
優
れ
、

金
春
禅
曲
の
女
婿
と
な
り
、
一
時
金
剛
太
夫
と
な
っ

た
。
大
坂
の
陣
の
落
城
で
筑
前
の
黒
田
家
に
匿
わ
れ

た
が
、
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
に
召
し
出
さ
れ
出
仕
を

求
め
ら
れ
た
。
武
士
と
し
て
二
君
に
仕
え
る
の
を
嫌

い
観
世
大
夫
と
同
じ
待
遇
と
言
う
条
件
で
能
役
者
と

し
て
仕
え
る
こ
と
と
な
り
、
元
和

年
喜
多
流
が
始

4

ま
っ
た
。
（
喜
多
流
刊
行
会
「
入
門
者
の
知
識
」
よ
り
）

芸
風
は
、
武
士
道
精
神
主
義
が
濃
く
、
質
朴
か
つ

豪
放
な
気
迫
に
満
つ
と
さ
れ
る
。

喜
多
流
喜
陽
会
は
、
大
正

年
に
福
山
市
よ
り
大

9

島
寿
太
郎
師
を
招
き
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
東
京
よ

り
粟
谷
益
二
郎
師
を
招
き
、
以
後
益
二
郎
の
長
男
新

太
郎
師
、
そ
の
長
男
能
夫
師
と
指
導
を
受
け
、
現
在

に
至
る
。

◆

稽
古
場

吉
田
文
明

徳
島
市
北
田
宮
２
丁
目
６
番

号
61

０
８
８
（
６
３
１
）
３
６
６
０

昭和30年 能楽大会

能「船弁慶」

シテ 粟谷菊生

子方 中野広二

昭和42年

徳島県邦楽協会発足式にて

祝賀仕舞

平土三平



阿
波
藩
蜂
須
賀
家
氏
の
能
楽
に
つ
い
て

阿
波
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
は
、
「
阿
波
国
最
近
文

明
史
料
」
（
神
河
庚
藏
編
纂
）
の
「
能
楽
概
観
蜂
須

賀
氏
能
楽
状
況
」
に
詳
し
い
。

蜂
須
賀
氏
の
世
に

初
め
て
寛
永

年
（
１
６
３
８
）
二
代
家
政
（
蓬
庵
）

15

候
の
逝
去
に
際
し
、
そ
の
殉
職
者
の
希
望
に
よ
り
能

二
番
「
歌
占
」
「
松
風
」
が
行
わ
れ
た
と
の
記
事
が

残
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
れ
以
前
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
と
あ
る
。
又
、
蜂
須
賀
家
は
喜
多
流
の
み
で
あ

っ
た
が
、
第
十
五
代
斉
裕
候
が
、
金
剛
禎
之
を
召
さ

れ
て
か
ら
金
剛
流
と
二
流
派
と
な
っ
た
。
能
役
者
は
、

寛
政

年
（
１
７
９
２
）
の
蜂
須
賀
家
分
限
禄
に
よ

4

る
と
、
御
役
者
二
一
人
、
内
大
坂
二
人
・
京
住
六
人

・
南
都
（
奈
良
）
一
人
・
江
戸
住
十
二
人
と
あ
り
、

勤
務
は
毎
年

月
末
に
来
て
翌
年

、

月
頃
帰
途

10

3

4

に
就
く
。
在
番
中
は
御
用
の
能
楽
が
あ
り
、
そ
の
主

た
る
勤
め
は
正
月
の
御
謡
初
で
、
余
暇
は
近
在
の
身

分
有
る
も
の
に
教
え
て
い
た
と
あ
る
。
因
み
に
東
洲

斎
写
楽
こ
と
斎
藤
十
郎
兵
衛
は
江
戸
住
の
阿
波
藩
能

役
者
だ
っ
た
。

付
記
と
し
て
、
「
琴
曲
紅
葉
合
の
由
来
」
（
本
県

新
聞
よ
り
転
載
す
）
「
筝
曲
紅
葉
合

徳
島
の
名
物

許
は
由
緒
あ
る
謡
」
と
あ
り
、
第
十
五
代
斉
裕
候
（
大

龍
公
）
が
、
万
延
元
年

月
浅
草
梅
園
院
で
行
わ
れ

9

た
紅
葉
合
に
作
物
と
歌
を
出
し
、
当
時
の
歌
の
名
人

の
判
定
者
よ
り
大
変
褒
め
ら
れ
た
こ
と
を
悦
び
、
そ

の
こ
と
を
謡
曲
「
紅
葉
合
」
に
作
ら
せ
た
。
維
新
後

徳
島
で
謡
曲
が
廃
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
筝
曲
に
し

て
世
に
残
そ
う
と
当
時
の
筝
曲
家
が
苦
心
し
て
作
曲

し
、
明
治

年

月

日
蜂
須
賀
家
代
々
の
御
霊
を

17

9

28

祭
る
県
社
国
瑞
彦
神
社
社
頭
で
弾
奏
し
て
好
評
を
得

た
が
、
和
歌
会
や
社
頭
で
の
弾
奏
に
限
り
、
普
通
の

席
で
は
奏
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
あ
る
。
今

日
「
秘
曲
」
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ
ろ
う
。

〔
萩
野
拓
郎
〕

平成9年「うずしお薪能」にて

故粟谷菊生師（平成8年無形文化財認定）らと懇親

平
成

年

鳴
門
市
制

年
記
念

9

50

「
う
ず
し
お
薪
能
」

喜
多
流
喜
陽
会
協
賛

能
「
敦
盛
」

シ
テ

粟
谷
能
夫

平成19年

第 22回国民文化祭とくしま2007

仕舞「通盛」

シテ 吉田文明


